2010年7月6日

≪回路設計≫

職　務　経　歴　書

        

氏名　○○　○○
【職務要約】

※１

【職務経歴詳細】

■総合電子株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19xx年4月～200ｘ年ｘ月　 

事業内容：電子部品などの開発、製造　　資本金：△△億円　　従業員数：１００名

本社：○○市　　※２
●19xx年4月 入社　技術部１課に配属 

　１ヶ月の研修ののち下記の開発に携わる

■開発内容

	開発期間
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	環境
	役割・規模

	199×年5月

～

199×年×月

（×ヶ月）
	株式会社△×〇向け

ＵＳＢ1，0搭載　ＡＳＩＣ開発

プリンタ搭載ASIC開発担当


	・0.35umセルベースIC

・仕様検討

・RTL設計

・RTL検証

・論理合成

・ゲートシミュレーション

・レイアウト

・STA検証　　※４
	UNIX/Soralis

Verilog-XL、

DesignCompiler

NEC製CAD

※６
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰとして会社初のUSB部分のモジュールを仕様検討より最後まで担当。今後のUSB開発における設計環境を構築した。

※３

	200×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	株式会社□□〇×〇向け

USB1.0搭載　ASIC開発
スキャナ搭載USB_ASIC


	・0.35umセルベースIC

・仕様検討

・RTL設計

・RTL検証

・論理合成

・ゲートシミュレーション

・レイアウト

・STA検証
	UNIX/Soralis

Verilog-XL、

DesignCompiler

NEC製CAD
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｻﾌﾞﾘｰﾀﾞとして

・顧客対応

・工程管理

・RTL検証

・STA検証

を担当

（ﾒﾝﾊﾞｰ：4名）

	200×年×月

　　　～

200×年×月

（×ヶ月）


	V30コア搭載ASIC開発

モデム搭載SOC
	・0.35umセルベースIC

・仕様検討

・RTL設計

・RTL検証

・論理合成

・ゲートシミュレーション

・レイアウト

・STA検証
	UNIX/Soralis

Verilog-XL、

DesignCompiler

NEC製CAD
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞとして

・顧客対応

・工程管理

・RTL検証

を担当。短納期を実現した。

（ﾒﾝﾊﾞｰ：5名）


●２００ｘ年ｘ月　一身上の都合により退社

■拡大エンジニアリング株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200x年ｘ月～現在 

事業内容：電子装置などの開発、製造　　資本金：△△億円　　従業員数：６０名

本社：○○市　　※２
200ｘ年ｘ月　スカウトにより入社　開発第一課の副課長に就任

　　　　　　　　下記の開発に携わる

	開発期間
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	環境
	役割・規模

	200×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	メディアI/F　ASIC開発

プリンタ搭載ASIC


	・搭載IP　 PCMCIA

・0.35um セルベースIC

・仕様検討

・RTL設計

・RTL検証

・論理合成

・ゲートシミュレーション

・レイアウト

・STA検証　　　
	UNIX/Soralis

Verilog-XL、

DesignCompiler

NEC製CAD
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｻﾌﾞﾘｰﾀﾞ

として仕様作成を担当。

	200×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	プリンタエンジンASIC開発

IJプリンタ搭載ASIC
	・0.25um セルベースIC

・SDRAMコントローラ作成

・RTL設計

・RTL検証

・論理合成

・ゲートシミュレーション

・レイアウト※

・STA検証
	UNIX/Soralis

Verilog-XL、

DesignCompiler

NEC製CAD
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞとして

・顧客対応

・工程管理

・論理合成を担当。これよりエプソン向けエンジン用ASICに本格参入することに成功した。

（ﾒﾝﾊﾞｰ：7名）

	200×年×月

　　　～

200×年×月

現在

（×ヶ月）


	V850Eコア搭載ASIC開発

液晶プロジェクタ搭載SOC
	・0.35um セルベースIC

・初のOEMC2でのSOC

DesignCompilerによるﾊﾞｯｸｱﾉﾃｰｼｮﾝ作業

※５
	UNIX/Soralis

Verilog-XL、

DesignCompiler

NEC製CAD
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞとして

・顧客対応

・工程管理

・STA

を担当。初のSOCのOEMC2を実現させた。

（ﾒﾝﾊﾞｰ：3名）


－得意分野－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－保有資格－

	19××年10月
	情報処理技術者第一種

	20××年4月
	TOEIC７２０点

	
	

	
	


· リワークを起こさないスケジューリング力

· 工程遅延を起こさない、スムーズなマネジメント力

－自己PR－　※７
　仕様検討から設計作業、工程のマネジメントまで幅広い業務に対応できると自負しています。

特にVerilogでの一連設計作業には自信があります。それが認められ、会社で初めて行なう技術を用いた開発は、ほとんど任せられておりました。

現在はASIC拡販業務として、システム提案・仕様検討も行なっていますが、今までの経験を活かし貴社で活躍をしていけると考えております。

以上

※１　職務略歴は簡単に５～７行を目安に書くことをお勧めします。職務経歴が少なく書かなくとも分かりそうな場合は省略してＯＫ。職務略歴は詳細の説明を始める前に読む人に心の準備をさせるとともにぼんやりとした自分のイメージを持ってもらうという目的があります。ここでうまくイメージを待たせることができれば、次からの詳細説明の内容が伝わりやすくなります。

※２　会社の概要はできるだけ記載しましょう。会社の規模や、業界、事業内容は仕事のレベルを図るバロメーターとして使われたりします。また、たとえ小さな会社であっても、書くことで、同様の会社からは親近感を持たれ、大企業からは小回りが利きそうなマルチスキルな人材として期待されます。

※３　メンバー数や役割を明記します。あなたのスキルアップを示す内容です。

※４　携わった工程の詳細を記載します。また、キーワードとなる技術を記載し具体的なイメージができるようにすると良いです。

※５　開発の手法や進め方がわかるとなお良い。特にリーダークラスになってきたらマネジメント経験も重要です。見本ではそのあたりのコメントが不足していますが短くまとめられるようなら欄内に、長くなるときは欄外の自己ＰＲなどの部分でコメントしましょう。

※６　開発環境や使用できる言語などを記載すると良いです。職務経歴一覧で記載するか、最後にまとめて記載するかは自由です。

※７　自己ＰＲは具体的な実績をもとに自分の強みを客観的に表現し、次なる企業へ貢献していくことの想いを伝えるような内容（「○○の分野で御社の発展に貢献できる」等）にすることがベストです。文例はあまり良くない自己ＰＲの締めになっていますが、どう貢献したら良いかわからない場合、「○○していきたい」という表現もやむを得ません。
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